取扱説明書 


このたびは本機をお買い求めいたださましてまことにありがとうございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよ<お読みいただき、正し<使用 
して < ださい。 

この「取巧説明書」は、「保証書 J と共に大切に保管しておいてください。 
•同姻の「アフターサービス登録カード」は必ずご投函ください。 
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丑安全のために必ずお守り <ださい 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損書の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 


A 危険 (danger) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負ろ危険、また 
は乂がのを険び差し迫って生じることび想定されるの容を示していまず。 

么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負ラ可能性、ま 
たは火がの可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損 
害の発生び想定される内容を示しています。 


•お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 



この絵表示は、「禁止」されている内容でず。 

A 

この絵表示は、「ミ主意」していただく內容でず。 

〇處轉 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」內容でず。 


♦説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくにめの内容び記載されています。 


A 危険 （ danger) 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくだごい。 
か壺の混入でち、火がの原因になりまず。 



(§) 


ガソリン禁止 


么警告 （ WARNING) 


★スプレー宙厳禁 


スプレー宙和カセツトこんろ用ボンベなどを、ス I -ーブの前や温風のあたるところに放置しないで 
くだごい。 

熱で吿の圧力び上がり、爆おし、危険です。 


侮を 


★換気必要 


•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素が不足すると、ホ売ま:燃焼し、一酸化炭素などが発生して中毒になるおそれがあります。 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあ0まず。 

•使用中は必ず]時間に1〜2回 （] 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給して < ださい。 

窓が凍結していたり、地下室などで換気び巧分におこなえない場所では、使用しないでください。 



@ 


換気 


女温風吹出口（ルーバー）をふさがない 


ス I -ーブガードなどの巧いに千し 
物を掛けたり、巧類、紙などで温風 
吹出口（ルーバー）や燃焼空気お 
入口（給気フィルター）や温風空気 
取入□をふさがないでください。 
衣類、紙などでふごぐと、異常燃焼 
や火災軒故障の原因になります。 



0 


禁止 


^寝るとさ消乂1 


寝るときや外出ずるときは、必ず 
火が消えていることを歷强してく 
ださい。 狐、 

予想しない争故が発生するおそれ 
がおります。 



〇 


消乂 


★巧類の乾燥厳禁 


巧類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

乾燥するとストープの熱気でゆ 
れて落下して、乂災の原因にな 
0ます。 





禁止 


女可燃性ガス使用厳禁 


ストープを使用している部屋 
で、可燃性ガスが発牛するを 
の（ガソ I 」ン、ベンジン、シ 
ンブー） や、 スプレーを使用 
しないでください。乂おや故 
障の原的になります。 





Q 

使用禁止 








田安全のために必ずお守りください 


A 注意 （ CAUTION ) 


★カーテン、可燃物近接禁止 I ん/ 

カーテンや燃えやすいちののテばなどでは使用しないでください。 

ス I -ーブの前に可燃物を置かないでくだごい。 ^ 

ス I -ーブの熱気で着火して、火災のおそれがあります。 -U 

兩融庶肖乂 

給油は必ず消火し、ストーブの温度び充分下がってから、他に火の気のない状態でおこなって 
ください。 

火がのおそれがあ0ます。 

>油漏れ"雇蕾 

•給油□□金は確実に締めてくださし、給油口 □金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 
給油□口金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金がはずれて、火災のおそれびあります。 

•油タンクから油が漏れる状態では絶対に使用しないでください。 户 - 

乂災のおそれがありまず。 ^れを躍^ 

★ほこりの除去 I 吟 (x 

燃焼空気取入口(給気フィルター)や温風空気取入□は、週]回！;(上必ず掃除して ^ __ L 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気恥入口（給気フィルター）や温風空気取入□がつま (^Wr 

ると、異常燃焼のおそれがあります。 ^ 燃焼を扇取入 □ 滋 I 



燃焼を気取入 □ 滋庙ちた取入口 

(おあフィルター） 





女異常時使用禁止 

におい、すずの発生、がの状態など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 
緊急の場含でちあわてずに消火器で消乂してください。 


★温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでくださし、。 
低温やけどや脱水症状になるおそれげあ0まず。 

また、温風を直接吸い込まないでください。 

気分が悪くなることびあります。 


★移動•運搬ずるとさのミち意 

•ストーブを移動するときは、必ず消火し、ス I -ーブの温度び充分下がってから油タンクを取り出し、 
傾けないように静かに移動してください。 

油び漏れたり、乂災になるおそれがあります。 

•修理-引越しなどでストーブを運搬されるときは、油タンク、油受けざ b の口油を必ず抜いてください。 
運搬の途中に灯油びこぼれ、周囲を巧ずおそれがありまず。 

女高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、温風蚊出□(ルーバー）に手などふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 


I 女指や異物を入れない 

温風吹出口 (ルーパー)や燃焼空気取入□(給気フィルター)や温風空気取入□やストーブ内部に 
指や可燃物-針金などの異物を入れないでください。 

けが和乂がのおそれがあります。 

★分解修！ •改置の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 

ス1-ーブは絶対に改造して使用しないでくださし、。 

不完全な修理や改造はち険です。 


を 

音 

"0 

使用禁止 

Q 







接触禁止 




分解禁止 
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A 注意 （ caution ) 


i ★保管時にしていただくこと 


長期間使用しないとを、または保醬するとさは、必ず灯油を抜いて、電源プラヴをコンたントから®いてください。 
傾けたり、横倒しのが態では保管しないでくだごい。 

火災のおそれがあります。 

甘 r 電漏コード吉瘍南な内 

'叢源コードに無理な力を加えたり、篤付けたり束ねたり、物を柔せたり加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでください。 

為源コードが破損し、火おや感輩の原因になります。 

， ★長期間岳 用 しな—し V と吉は電 源 プラタ吉扇石 

長期問使用しないときは電源プラグをコンセントか b 抜いてくだごい。 

乂災や予想しない事故の原因となります。 


I ★電源プラグは確実に差し込む 


お源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでくだごい。 

(また、傷んだ電源プラグがゆるんだコンセントは使用しないでください。） 
火災の]■な肉にな0まず。 

めれた手での掠を差しはしないでください。 

感電の原因になりまず。 


皆電源プラグのお手入れをずる I 


ときどきは軍源プ5グを抜き、ほこり（及び金屬物）を除去してください。 

(ほこりや黄.物びたまると湿気などで絶縁不良になり）火ぶの原因になります。 

占お子様やお年寄りのご使用にミち意 

おテも5皆お年寄り、体のご不自おなかたがお使いになる場合は、ス I ブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接触による传けど、低遍やけどや脱が症げなどについて周囲の人が’巧分にま意してください。 

★腰 をかけたり物をのせない 

ス I -ーブの上にのった0、腰をかけたりしないでくだごい。ス I -ーブの故障和、やけどのおそれびあります。 
スト…ブの上に巧びんや、水を入れたをのなどを置かないでください。 

水がかかると漏革や故障のおそれがありまず。 

I ★廃棄 ずるとき 

ス I -ーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざ b 内の灯油を旅さ取ってください。 

( r [7 i 点検-手入れ 1 の て 由タンク、油登けざらの掃除 I 参照) 

灯油び入ったまま廃棄するとリサイクルの際、予想しない事故び発をするおそれびあります。 

「去次の福所"看な使用しない 1 


火災や予想しない事故や故障の原因にな0ます。 

〔水平でない 宿所、不安定な場^ 

•傾斜した摇-ド斤や振動の激しいところでは、使用しない 
てください。 

巧霞自 I が肖义装麗が誤イ乍動ずることびあります。 

• しっかりしたじようぶな場所で使用してください。 

• 手,足.の長いじゅラたんの上では使用しないでください。 
•移動車両の中皆、不お足な台上で使用しないで<だ 
をい。 

転落したり、乂ぶになるおそれがありまず。 

(顧戸などストこラが囲われる場 戸の 

• 暖炉や押入れに入れての使 ffl など、特殊な使いかたを 
しないでください。 

乂ぶの原おにな D ます。 


9 

を 

電源プラグ 
を掠く 

¥ 

¥ 

9 

を 

Q 


温室•飼育室など人のいない場所） 使用禁止 

>使用環境の変化で、予想しない事故が発をするおそれ 
びあります。 

風のあたる場所、部屋の出入口、 屋外) 

• 風のあたる場巧や屋外では使用 
しないで < ださい。 

炎げ出て危険でず。 J 

掃除機の排気にわ注意してくだ 

•話置。の出入□など人の通る攝所、 

人がぶつかったりつまずく場所 
で1■吏用すると、転倒して事故やレ勺！^ 
乂ぶび起さるおそれがあります。 




の安全のために必ずお守りください 


A ま意 （CAUTION) 


女次の場所 で は使用しない 

火ぶや予想しない宰故や故障の原因になりまず。 

〔ほこりや湿気のをい場所） 

•粉類や撒維を取扱う榻所や温堂•養鶏場など塵やほこりのをい 
場所では使用しないでください。 

燃焼空気取入口（給気;フィルター）や温風空気取入口び呂づま 
り tt 態になり、異常;撒焼が異苗過熱を起こずおそれびあります。 


0 


C 可燃性ガスの発生 ず る場所、またはたまる場戸斤 ) •油タンご 

•爆発や火災の原園になります。 し 局祉( 

( 、 理•美容房 r クリーニ:/ク¥などス号薬品を使5場所 ) -pfj 

•理•美容院、メッキ、塗装1場、帶ぞ部品組立工場、徽維関係エ •燃焼に山 

場などでは f 更用しないでください。 くなる S 

ストーブの故隋や、隅食’牲ガスの発をによりを/清•鏡•ガラスな では离± 

どを傷曲る原おとな0ます。 でお貫し 

•石油フアンヒ.一夕一で暖房ずる刮喔ではシリコーンを配含した お問しパ 

枝毛用コート液梓ヘアートリートメント（枝毛用）は点火ミスや、 

途中消火など故障の原レ却こなりますので徑用しないでください。 

★巧燃物（木壁、ち板、ふずまなど）との距離を離ず~ 

•ストーブか b 可燃物との距絶は、ち阅の指定な上の距離を f 呆つようにして 
ください。 

•ストーブ丄ぶや前ちのが漁物などとの距離は必ず] miU 上あけてください。 

•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

•カーテンなどが風でゆらいでもス I -ーブにふれないようにしてください。 

♦家員等びらはた分な距離をとってください。 

熟で変形や変色、目然発火することびあります。 


、不安定な物をのせた棚などの下 ) 使用禁止 

•落下物により火がび起きるおそれびあります。 

、直射日光のあたる場所、温度の高い場所 J 

• 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

•油タンクの口油びあみれ出て火災のおそれびありまず。 

、高地 （13 日 OnU ソ上の場所)） 

•酸素濃度び请いので異常燃焼を 八ク 
おこすおそれがあります。 / 

•燃焼に必要な酸策應度び薄 
くなる高地 （80 日〜1300 m ) も巧急^〜-言 
では副 t !! 醒が獅ですの二 
でお貫いぶめの販责店までグ巧 J 
お問い合わせ<ださい。 


細-式.^ 


iO 


お願い （NCmCE) 


女シリコー ン配含製品を使用しなし 、 I 

ス I ブ（巧油フアンヒーター）で體房ずる部罵では、シリコーン配含製品（ムース-クリーム-液体スプレー 
などの枝ち用へアート I 」ートメント類、つ梓出し剤和、防水スプレーなど）を使用しないでください。 

点乂 S ス-途中消火などの故障の原凹になりまず。 

女打油の廃棄 I 

灯油の廃棄処分は、。巧をお貫い巧めになった販売店にご相談ください。 



園使用ずる場所 



•煎に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、を苗しにり、そり返ることがありまず。 

熱に強いマットなどを敷いてください。 

•移動するときは引きず b ないでくだごい。 

床面、聲、カーペットに傷をンけた0、本体底画の塗装びはがれてさびの原因になるおそれがありまず。 


〇 
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3 各部のなまス 


外観図 


iipi 

操作部•表示部 


タンクふた 


取っ手 


~巧爸部のなまえ」の 

\ \\ 



f 


操作部’表示部のなまえと使いかた、 
「点'川‘ r 点滅 I の意お 

参照 X —\ 

n I 

つ 

1 




I ! 

1 

--- 二 _ • • 

3 
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フ□ント パネル 

量風出口（ルーパー） 

「回点検•手入れ」の 
L 温風欧出口（ルーパ’一)の掃聯参照 


燃焼確認窓 

「固使いかた」の壓查 ME 参照 


置台 

「回点検•手入れ」の _ 

r 油漏れ•油のたまり、ミ由のにじみの点概 参照 

対震自動消火装置 

「回点検•手入れ」の 隔震胃罰渭灭 Mte の点検 I 参照 


油タンクにぼれま栓付） 




r 回使用前の準備」の 
^由のしかた I 
r 回点検•手入れ」の 
[ T 由漏れ•油 のたまり、ミ由のにじみの点検し 
强タンク、油受けざらの掃除惨照 


軍掛け 

給油口□金 _ 

r 回使用前の準備」の r 給通巧しが冠 
r 四点検•手入れ」のほこ0の掃除 I 参照 


油受に 

「回点検•手人れ」の脚受けの掃蹄参照 


を琴 I がち 

「回点検•手入れ」の 踊歹シク 、油受けざらの掃除 1 参照 



A 






圍各部のなまス 

操作部 • 表示部のな商、な威」の意昧 


IBMSEaai^Hll^MB^^MMliMB^BBlE«EaMayaB»]^^S3l 

■BAhiH 



タイマーランプ 

点灯… タイマー運転待機中か 
タイマー運転中かタイ 
マー運転終了時でず。 
点滅… タイマー時刻を設定中 
でず。 


ッイゾーホタン 

タイマー運転の設定をおこな 
いまず。_ 

「固 使いかた」 の 反イマー運 
転の U かた 1 参照 


運輯ランプ 

点ミ威… 予熱中です。 
点な… 運転中です。 


温度/時 刻をわせボタン 

室温の設定、時刻の設定を 
おこないます。 


節のしかたし「タイマー運輯 

巧!;;^参照 


運転スイッチ 
「入」 


連転スイッチ 
「切」 


消臭点义 • 時間延長 • 給油延長ボタン 

燃焼中に押したときから、再度約3時間「「回 使いかた」 の 醒し皇む逍変 
の燃焼継続が巧能になります。 養置の便いかた I 参照 

タイマー運転から、通常運転に切り替「固 使いかた」 の 「タイマー諭 
えるときに押します。 のしがた 1参照 


給油延長運転をずるときに巧します。 


消臭点乂の設定•解除をおこないます。 


装置の竺いかた I 参照 _ 

「固 使いかた」 の 尽 イマー運馬 - 

を 巳か 国参照 

「囲 使用前の準備」 の 臨肺 目 
を^結 酒延長運 乾のてが活 参照 

「固 使いかた」 の I 点乂のしか た] 

参照 































y (撒が表示 

点打… 

油タンクの灯油が少な<なつ 
て消火ずる10分前。 r ピー」 
音び鳴り、残り燃焼時間(分） 
化表71^します。 

点滅（運輯中）… 

給油延長ボタンを押し、給 
油延長運転中を表おします。 

点ミ威（運輯停止）… 

灯油がなくなり自動消乂し 

キし 卜— 

灯油切れ時はデジタル表 
示部が「——」表おとな 
0まず。_ _ 

「曲 使用前の 準備」の 1 給油 
巧百夢^由延長運鼠のし 

かた]参照 


0 巧を日? 

お EB Essm - 


で表? T : _ 

点灯…設定温度び設 
定されていま 
ず。 

点滅…設定温度を設 
_ 定中是'す 。ノ 

ji & まの ' 

点な…消臭点乂が設 
定されていま 
ず。 

点滅…消臭機能び作 
_副中でず。_ 

「同 使いかた」 の區 

乂のしかた参照 ， 


^臣^ (換気)表ホ 

点滅（運乾停止）… 

室内の空気げ、酸素不 

足状態です。 

•窓やドアを開けて充 
分に部屋の換気をし 
て < ださい。 

点な（運乾中）… 

•運転して約]時間経 
過する度に「ピー」音 
が鳴って 「^臣 H 表を 
が約]分間点灯しま 
す。 

•換気表示にたよらず 
] 時間に1〜2回必ず 
換気してください。， 


■ S > ( て コ)表巧 _ 

点口… - 

エコ運転が設定されて 
いまず。_ 

因（チャイルド□ック)表 7]^ 
占灯… 

チャイルド□ックが設 
,定されています。 


■エコ運転表ち_ 

エコ運転中を表おしまず。 


m 

cm 

しし u 

再 s * 里 

[ 一 J 


デジタル表示部 

/消臭点乂が辭除されている攝合は\ 

_ 'v 表示は消灯しています。 } 

■ I 温度表 W 

設定温度…日む〜28でまで設定温度 
を選択でさます。 

室内温度 • • ‘〇た〜32でまで表示します。 


巧 c? 化 


■現在時刻表示 

現在の時刻を表示します。 


8:日日 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します。 
※タイマー運乾終了時は 
「 I 林-」を表示します。 


S ••日日 


■徹由に関する残り燃焼時間表示 

残り燃焼時間を表おしまず。 

※灯油切れ時は「- 表7]\とな 

ります。 _ 

r 巧 in II 


■消し忘れ消火装置による 
自動消乂表示 

「3り厂」を表示します。 



■故障•異常により自動消乂したと 
きの エラー 表示 

自己診断機能により、故障時には 
I ; - 日〜!こ-弓 を表おします。 


貝 興娜淵 

い • 5 ] 


■クリーニング燃焼表示 

ク U - ニング燃焼の残り時間を表示 
します。 


し：日弓 








4 J 使用前の準備 


ストーブを取り出ず 


包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになったうえで、 
包装箱から包装がなどを取り除き、製品を傷付けないように 
取り出してください。 

包装箱や包装材はストーブを保管するときに必要です。取扱 
説明書、保証書わ忘れずに保管してください。 



燃料 


み燃料は打油 ( JIS 1 号な油)を必ず使用して < ださい。 

@変質な油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、 
絶対に使用しないでくださし、。少量 
の混入でも、乂災の原因になりまず。 



•変質灯油、不純灯油（な油し:!外の油•水 • ごみが混 
入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤（添加剤）は使用しないで 
ください。異常燃焼を起こすおそれがあります。 


r 打油とガソリンの見分けかたのポイント^ 


指先に使用燃料をつけて息を职さかけます。 
(乂の気のない所でおこなってください。） 


〇巧油 X ガソリン 


喔)な油の保管のしかた 

•な油は必ず乂気、雨水、 

ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所 
に保管してください。 

•打油容器は専用のさ 
れいな容器を使用し 




ホ [1^^^ 


C3 


A 。 


义気盾巧)禁 I 卜 


てください。また、灯油容器は必ず JIS 認定品で 
青色のな油専用容器を使用してください。 

•灯油容器內の灯油がかないと温度変化により結 
露して水びたまることがあります。 

•ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでくだ 
さい。 

♦お子様の手のとどかない所に保管してください。 



良い保管 悪い保管 


直射日光、雨水び当 
たらず、乂気のない 
冷腊所へ保管 D 



直射日光、雨水の当 
たるべランタ‘など、 





変質な油とは 


•ちい灯油。 （2 年 iU 上持ち越した口油） 

•長期間、曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した灯油。 
♦容器のふたが開けてあったり、乳白色の容器で保管した'灯油は変質 
しやすい。 

♦変質のひどいちのは黄色味をおびたり、すっぱいにおいびしまず。 


古いな油は 
使わないで 



Q 

使用禁止 











不純打油とは 


♦灯油じ(外の油（ガソ U ン、シンナー、天ぷら油、機械油、重油など） 
びほんの少しでも混入した好油。 

•水やごみが混入した好油。 細某、こみを 

、入れないで 



Q 

使用禁止 


変質な油.不純灯油の見分けかた 哉ぶ蕭線ぁ装? 油を入れ 

水と同じ無色透明な b 正常。 

少しでを色がついていたら 
使用しない。 

•変質灯油の見分けかたは 
たいへん難しいので、メ 
一 力 一 のはつさりしない 
な油は使用しないでくだ 
さい。 

心 む!^ド^ 

白い紙 --- 

V 

人す!^^^ /〇 

グ VN / 

白し、紙-< 一一 1 使用禁止 


変質'灯油や不純な油を使用 
すると 


•変質灯油や不純口油を使用します 
と、バーナーに多量の夕ールがた 
まり、点火しなくなったり、燃焼 
が悪くなったり、激しいにおいが 
したりします。 

♦水の憑入した丹油を使用しまず 
と、炎がルさくなり火が消えてし 
まいます。また、油タンクに打油 
が'残っているのに、「ご」を表示 
することがあります。 

♦ガソ U ン、シンナーなど揮発性の 
高い油を使用しますと、乂災の原 
因になります。 


万一変質丹油や不純な油を 
使ったときの処置のしかた 


お願い 


油タンク、油受け、油受けざら内 
の変質な油や不純な油を抜さ取り、 
良質の灯油で内部を2〜3回洗つ 
てからご使用ください。 


(「囚点検*手入れ」の 


油受けの掃除 


油タンク、油受けざ S の掃除 


参照） 

変質口油や不純灯油を抜さ取って 
ち効果のないとさは、販売店まで 
お問い合わせください。 


変質口油やす純口油が原因でアフターサービスを依頼されたときは、保証期間中 
でち 有料修理となります。 


給油のしかた 


♦ 

么ミ主意 

給油は必ず消火して、ストーブの温度が充分下がってか 

5他に乂の気のないところでおこなってください。 

〇 

L 

乂災のおそれがありまず。 

消火 , 


1油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油□口金を、左「〇」 
に回して開けてください。 

•給油□口金を取りはずす前に、先端の弁部を 
押すと、給油□口金が取りはずしやすくなります。 












互使用前の準備 


給ミ由おース 


給油位置 ■ 


、滿更の位置/ 


こぼれま栓 


油量計を見なが5徹由ずる。 

•市販の給油ポンプの先端をジ节バラの [油量計] 撤帥—ス ^ ^ 

手前まで差し込んで、油量計を見なが 
ら給油してください。（ホースが抜けな 

しぶうに注意しなびら総由してください。）^7^ *1 vim 

•灯油は、油量計のほぼ上部 （ ち図の @ド r^.ij 

給油位置一）まで給油して < ださい。 \ J <^6 W W #(\ 

て巧逼ぎますと、あふれ出ることびあり \ \vi -^ 

ますので充分ま意してください。 ^ ま！!まぉ 

. -お願い- — ^ 

♦油タンクの中にある「こぼれま栓 J の弁び、給油□の近くまで上がって 
いるときは、弁を下へ押し下げてください。 /(^)\ 

•油タンクの中にあるにぼれま撞」は、給油□口金びはずれたときに、 m^w 
油漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでください。 


オート給油ポンプ（自動停止装置巧）を使用ずる場合 

•市販の才ート給油ポンプ（自動停止装置付）のなかには、にぼれま柱 J と干渉して、 
なのような不具合状態になり、正しく給油できないものがあります。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、すぐに停止してしまう。 

(処置） • 油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（方向）を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。灯油びあ而れてしまラ。 

(処置） • ポンプの取扱説明書にしたがって、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ちに給油を中止し、他の給油 
ポンプ（手動式ポンプなど）を使用して、正しく給ミ由してください。 


給油口 □金を r カチッ」と音がするまで、も「〇」へ回して、しっかり締める。 

•正し < 締めると油タンクの赤色の線が見えなくなります。 

•給油ロロ金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 

/-お原頁い-^- N 給油 □口金 弁部 

給油□口金を斜めに締め ホ色の線 ~\ r 

たりずると、簡単に給油口 

□金びはずれて、火災の L ||巧商み1 


..娜 


原因になりまず。 


しまつているしまつていない 


給な□口金/ 




•油タンクから口油び漏れる状態で使用 
しないで < ださい。 

乂災のおそれがあります。 

•同時に多数の油タン 

S 觀! S 雜腳 

广っノ\ I 十一"/ 〔ホ機用の IS 油□□を） 

□金かあ0ますので、 

ようにし 

好油びでな<なったり、 

故障の願 f こ孤まず。 

•口油容器のふたわ、 

しっかり締めておい 
て < ださい。 


こぼれた灯油はよくふき取る。 

•こぼれた灯油は必 麻^ 

ずされいにみさ取 
ってください。危 
険ですし、燃焼中 I Si 
に臭気が発生する i 
原因にちなりまず。 

油タンクをセットずる。_ J L 

•油タンクを、本体に \XJ 
正しく、ゆっくりと 
セットしてください。\ 





給油の目安 • 給油延長運乾のしかた 


r - 

A ミ主意 

b. _ 

給ミ由は必ず消火し、ストーブの温度が巧分下がってか5他に 
乂の気のない状態でおこなってください。 

乂災のおそれがあります。 

〇 

消火 

つ 

ストーブを移動ずるときは、必ず消火し、ストーブの温度が 
巧分下がってか5油タンクを取り出し、傾けないように静か 
に移動してください。 

な油が漏れたり、乂災になるおそれがありまず。 

〇 

指示 

-J 


油タンクの灯油が空になっても、油受けざ5巧に残っているな油を燃焼させる 
ことで、燃焼を延長(給油延長運転）させることができます。 

給油延長運転中は、室温に関係なく最小の燃焼をします。 



1油タンクの灯油が少なくなると、「0」表示が点打し、「ピー」音が鳴ります。 
デジタル表示部に残り燃焼時間(分) r が」を表示します。 

♦「運転スイッチ」を押して消火してから、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとに「ピー」音が鳴ります。約10分後に、「 Q 」表示が点滅し、 
デジタル表示部の残り燃焼時間表示び「-」表おとなり自動消火します。 

2給油延長運転をするとき 

•油タンクの灯油が少なくなり「日」表示が点口したときに、「給油延長ボタン」を 
押すと、「0」表示び点滅にかわり、給油延長運転をして 最大約日日分 間の燃焼継 
続をします。デジタル表示部の残り燃焼時間表示(分)び変わります。 

給油延長運転中は「日」表示び点滅します。残り燃焼時間が10分!^: TF になると2 
分ごとに「ピー」音び鳴りまず。 

•自動消火ずる前に、「運転スイッチ」を巧して消火してから給油してください。 
•給油しませんと 、 r 0」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「—」 
表示になると自動消火します。 


r 給油延長ボタン」を押ずと、時間延長(燃焼)も同時にセツトされます。 

(「巧使いかた」の rwu 忘れ消夾装置の便し、なた]参照） 









互使用前の準備 

点乂前の準備と確認 


1水平の確認をずる。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 
•ス I -ーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消乂装置が誤作動することがあ 
ります。また、転倒しやす<、異常燃焼の原因にな0ます。 



電源プラグをコンセント(家庭用 AC 100 V ) に確実に 
差し込む。 

♦「ピー」音びしまず。 

•デジタル表示部に「」表示 
が点灯しまず。 






お願い 


•電源プラグを、絶対に、2日 0 V のコンセントに差しみまないでください。感電- 
火災-故障の原因になります。 

•コンセントがゆるんでいたり、差し込みが不巧分でずと、電源プラグが過熱 
し、熱変形ずることびあります。このよラなとさは、必ずお買い求めの販売 
店に修理を依頼してください。 

お部屋のコンセントち必ず修理してください。 

•電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い物をのせたり、加工 
しないでください。感電や火災の原因になります。 

•他の電気器具と同時に使用ずるときは、ご家 
庭の安全器(ブレーカー)の容量をこえないよ巧適而 II 
ラにしてくださし、 



/タコ足配線\ 
は危険 / 


>電源プラグを振くときは、電源コードを引つ 
張って振かないで<ださい。断線、発熱、発 
火の原因になりまず。 


•熱に弱いじゅラたんや床の上で長時間使用すると、床面が変色したり、 
そり返ることびありますので、熱に強いマツトなどを敷いてください。 



Q 


禁止 


0 


禁止 


〇 


指示 






現な時刻の設定のしかた (運輯停止中にしかでさません) 



iii 現抽ま刻が午後7時10分の場合 

または^のボタンを一度押ず。 

「ピー」音びして「 ---- 」表汀ホ'、'点;威しまず。 

( D デジタル表示を見ながのボタンを巧して「巧」に合わせる。 
( D デジタル表示を見なが5 かのボタンを巧して「の」に合わせる。 


のボタンは、一度巧すごとに]時間または]分間ずつ進みます。 
押し続けますと連続的に進みまず。 

♦時刻合わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示び点滅している間に 
のどちらかのボタンを押してください。 

時刻合わせがでさなかった場合は、ちラー度または 赢を のボタンを 
押してやり直して < ださい。 


( J ) 「巧」「の」が、点滅か5点阿に変わり、設定が完了します。 

/-お願い-- 

♦ス I -ーブの時刻表おがズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、もう一度差し 
送み直して、時刻を設定し直してください。それでも直らないときはお買い求め 
の販売店までお問い合わせください。 

♦ス[-ーブに初めて通電したときや、停電後や、 . 

電源プラグを抜いて再通電した場合、デジタル1 ， ■ > 1 

表示はち図のように「」表示が点丹しま ■ 

すので、現在の時刻を設定してください。 ^-^——^ 


★省電力機能 


デジタル表示部の時計表示は、約日分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジ 
タル表示部が消!0して、電力の消費をおさえまず。 

時刻を確認したい場合は、操作部の「運転スイッチ」じ(外のどれかのボタンを押すと 
表示します。「運転スイッチ」を押すと点火動作に入りまず。（運斬中及びタイマー運 
乾待機中にこの機能は働さません。） 








司使いかた 



購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを抜いた状態から再度お使いになるとさ 
には、消臭点乂に設定してありますので、最初から 「 il 養」表示が点なします。 

消臭点火は、点火までの時間を約]日日秒にして、予熱を充分におこない、点乂時のに 
おいを少なくずる点火ち法でず。 

の r 運範スイッチ」を押して「入」にする。 

• r ピー」音がして「運転ランスび点滅します。 

•デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示しまず。 

油タンクに灯油びあるのに「 Q 」表示び点灯、または点滅している場合は、油 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。 

_( r ；7] 点検-手入れ」の 巧 履けの" 磊 爾参照） 

( D 約1日日秒衡こ自動的に点义し、「運乾ランプ」が点抑こ変わります。 

义唔除を法] 

f|r 運輯スイッチ」び r 刷のときに「消臭点火ボタン」を押すと、 「 ii 夏」表示が消灯して 
W 消臭点乂び解除され、点火までの時間び短かくなりまず。（約90秒） 

室内温度び日でを下まわる場合は、点乂までの時間が 約150 秒のままです。 

/ -お願い- N 

♦初めて運転するとをや、ストーブを移動させたり、激しい振動が加えられた 
あとに運転するとさ、白煙(灯油の蒸気）や臭気び出ることびありまず。これ 
は、移動、振動によりバーナー(燃焼部)内に落ちた余分な灯油が蒸発するこ 
とによるちので、一度点火し、余分な灯油びなくなれば白煙や臭気はなくな 
りまず。この様な場含は白煙、臭気がなくなるまでは(窓をあけるなど)換気 
をおこなって < ださい。 

•点火時にバーナー(燃焼部）内で、「ボッ」とい5音や r ゴーゴー」といラ音がし 
ます。これは点火を確実にずるためで異常ではありません。 

•点乂時には少しにおいがあります。 

•燃焼中「チッチッチッ」というような音びすることがありますが、電磁ポンプ 
の音でず。また、燃焼中に「ジユッジユッ」、「シヤンシヤン」などの音がする I 
場合びありますが、これは灯油が蒸発する音です。異常ではありません。 

•消し高れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約3時間で自動消火します。 
燃焼を継続する場合は、消乂する前に「時間延長ボタン」を押してください。 

(「固使いかた」の彈酒央装置あ便参照） 







ストープを使用ずるとをは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓か5炎の状態を必ず確認 
してぐださい。 

〇 

破巧 



にこに表示した状態は「強」（最大）燃焼の状態です) 









固使いかた 

または/^なボタンを1度押す。 

「ピー」音びして「で」表示が、点滅しまず。 

® 溫度を上げるとき。 

デジタル表示を見なびらぶのボタンを押す。 

( S ) 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見なげら^搏のボタンを押す。 

厂 •温度設定をする場合は「で I 表示が点滅している間に M 吟 syOx かボタンのど 
ちらかを押してくださし^。設定でさなかった場合はちう一度押して、やり直してく 
ださい。 

•設定温度は 6 む ~28 で、室温表示は〇で〜 32 むまで表おします。 

•設定温度にコント□ールするために自動的に火力を調節しまず。 

参一度温度設定しまずと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、消火 
後再運転する場合、同一設定温度になりまず。 ___ 

^---お願い- 

•室温が約18むし:^下のときは「微弱」または「ミニ」燃焼しないことがあります。 
•温度調節は温風空気取入□近くの温度を感知しておこないますので、ストーブの位置や 
、 部屋の大ささなどで、必ずしち、デジタル表示部の室内温度表示と、室溫とは一致しません。 


エコ運転のしかた (運転中にしかできません) 


エコ 運 乾とは… 

参丹油の消費を抑えることにより、 C 02 排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー 
機旨じです 

•エコ運転中はデジタル表示部に 「 f [日」 表示をし、設定温度と室内温度は表示 
しませんが、灯油を節約ずるために内部的に下記の制御をします。 

①設定温度が 2 目むし U 上の場合は、 25 でに切り替わります。 

©設定遍度より室温び約 3 む上昇しますと、自動的に消火します。自動消乂した 
あとでも、運転ランプは点灯したままになりまず。 

③ 室温が設定温度をしたまわると自動的に再点火します。 

④ 室温が設定温度付近で安定した場合に、設定温度を rc 下げ、これを設定温度 
び20むになるまで繰り返します。 

•エコ 運転中に または ボタンを押すと、設定•室内温度表示に切り替 
わり、温度設定をすることができまず。 



ぐり「エコボタン」を巧す。 

•「ピー」音がしてけ [日」 表示に切り替わり、 「再 S 」 表示が点好し設定されまず。 
•エコ運転は一度設定すれば、記憶されまず。ただし、設定が記憶されていても消乂時 
には表示されません。 






解除のしかた 

@ r エコボタン」を巧ず。 

^♦「ピー」音び して 設定•室内温度表示に切り替わり、「巧 S 」 表示び、消丹し解除されまず。 
♦電源プラグを旅いたり、停電びあった場合は、自動的に解除されます。 

♦解除後はエコ運転設定前の設定温度にもどりません。再度、温度設定をしてください。 


タイマ^—運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


タイマー運転をする場合は、「141使用前の準備」の歷在時刻の設定のしかた]に従って、 
時刻合わせをしてからでないとタイマー運転でさません。 



通常、タイマー運転設定時刻の0分から巧分前に運転を開始します。 

このストーブのタイマ…運転は、ファジーコント□-ルで、お部屋の大きさと 
室温により自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしてお 
さます。 


設定のしかた 


午前目時 3 日分に設定したいとき 


タイマーボタン」を押ず。 

「ピー」音がしてデジタル表示部が「」表示に 
変わり、「タイマーランプ」が点滅します。 



〇 - 

■ 

- Y 
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\_ 

消留 

1 
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@デジタル表示を見ながのボタンを押して「ら」に合わせる。 

( D デジタル表ちを見なが5 のボタンを巧して r ぶ」にさわせる。 

♦^@^0 のボタンは、一度押ずごとに]時間または日分間ずつ進みます。 

押し続けますと連続的に進みます。 _ 

•時刻合わせをする場合は、「タイマーランプ」び点滅している間に呼 み / CX か 
のどちらかのボタンを巧して<ださい。 

•設定でさなかった場合は、もラー度「タイマーボタン」を押してやり直してく 
ださい。 


(3) r タイマーランプ」が点滅している間に、「運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

♦少し待つと、「タイマーランプ」び点口し、デジタル表示は現在の時刻を表示して 
セットび完了します。 _ 

•タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に「[「曰,-」び表示されます。 









司使いかた 


♦タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、「夕 
イマーボタン」を押して「タイマーランプ」の点滅中に、「運較スイッチ」を押し 
て「入」にするだけで同一時刻で設定が完了します。（停電や電源プラグを抜 
いた後でもタイマー時刻を記憶しています。） 

• r 運転スイッチ」を押して、「運転ランプ」が点滅しているとさに、「タイマーボ 
タン」を押すと、タイマーランプが点滅し、少し待つと、「タイマーランプ」が 
点巧しセツトが完了します。 

♦タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転を設をした後に、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場合。 
① r 運転スイッチ」 を 押して r 切」にす る。 一 [タイマー運転の解除] 
(|)「運おスイッチ」を再度押して「入」にする。 ^ [通常運転開始] 

[^不マー運輯あま意事寅 


•タイマー運転をした場を、点火後約]時間後に自動的に消乂し、「タイマーラ 
ンプ」が点灯した状態で、デジタル表示部の「が r 」 表示が点なします。連続 
運転するときは、タイマー運転の点乂後]時間じ(内に「時間延長ボタン」を巧 
してください。これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空 
気不足で危険となるためで、手を触れない場合は、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間が、10分になるとデジタル表示部に数字で む、弓..！と 
表示し、2分ごとに r ピー」音でお知らせします。 

•通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、消火して「タイマー運転」の待機状 
態になり、タイマー運輯時刻に自動的に点火しまず。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりま 
せん。） 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運乾待機中または運転停止時に「タイマ 
ーボタン」を押ずと、約10秒間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電びあったとさ、ストーブを揺らして対震自動消火 
装置が作動したとさは点乂しません。 








の「運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

^♦「ピー」 音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「選量」表示び点滅して、 

消臭機能の作動中を表示しまず。 

•消火後、しばらくはストーブ内部を冷やすために巧流用フアンは回転し続けます。 
(この間、「選夏」表示は点滅しています。） 

_消ゾ'時のま音_ 

•消火後、対流用フアンび止まるまで、電源プラグをコンたントから抜かない 
でください。音が出たり、炎が出たり、ススが発生して再点乂後に安全装置 
が作動してエラーで停止することがありまず。 ri 9] 故障-異常の見分けかた 

と処置方法」の I 異常のお知!5せ(デジタル表示の見かた） 1 参照） 


>緊急のときを除いて、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。電源 
プラグを旅いて消火させないでください。 


お願し、 


•消乂操作をしたとさは「運輯ランプ」の消灯とバーナー(燃焼部)内の火び消え 
ることを確認してください。 

•消火時にはバーナー(燃焼部)内で「ボッ」といラ音や「□ーゴー」といラ音びし 
ます。これは消火を確実にするためで異常ではありません。 

参消火直後、温風空気取入口は高温になることがあります。 

•点乂してすぐに消乂操作をしたとき、きつい臭気が発生することがありまず。 

点火後約20分間はできるだけ消火しないでください。 

•長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 


消乂後再点乂ずるとをの注意 


•消乂後ずぐに再点乂ずると、異常音が出ることがありますので、しばらく待って 
か!5再点火してください。 

•ス I -ーブが暖かいうちに再点火操作をしたときの予熱時間は、 約4日 秒でず。 


消しちれ消乂装置の使いかた 


(運酷を延長したいとを） 


•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点 

乂してか5約3時間燃焼が絕続すると、デジタル表 
示部に「が r 」 を表示して、自動的に消乂します。 

•残りの燃焼時間が、10分になるとデジタル表示部に 
数字での、与' • • /と表示します。 

•この間、2分ごとに r ピー」音でお知らせします。 

G 消乂する前に「時間延長ボタン」を押ず。 

•その時点から再度約3時間の燃焼継続が巧能になります。 
•自動消乂した場合は、「運転スイッチ」を押し直してください。 
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固使いかた 



♦ク U —ニング燃焼はバーナー(燃焼部)内の巧れを除去するための燃焼でず。 
•強燃焼で約2時間 1 U 上の連続運転をしまずと、デジタル 

表示部に「[1_.|日5」を表示して自動的に弱燃焼によるクリー 

ニング燃焼をおこないます。 （約 日 分間カウン トタ’ウンし 
ます）テの後自動的にをとの燃焼状態にちどります。 



•閉め切った部屋などで長時間運転すると 医叫 表示が点 
滅し r ピー」音び日秒間鳴って運転を停止し、デジタル表 

示部に「-」表示が点滅します。 

参運転して1時間経過する度に「ピー」音が鳴って 居 M 表 
示び約]分間点灯します。 

臣 M 表示にたよらず、]時間に]~2回 （1 〜2分程度) 
は必ず部屋の換気をしてください。 



の運転中や運輔亭止中に「チャイルド□ックボタン」を3秒拟上長押しすると「田」 
が点なし、チャイルド□ックが設定されまず。 

•運転中は「運転スイッチ」で消火のみ操作可能でず。設定温度の変更などの他の操 
作はでさません。 

•運転停止中はずべての操作びでさません。 

•チャイルド□ックが設定されている時に、「運転スイッチ」を押して「入」にす 
ると「ら-曰「」が表示され点乂できません。 

角军除のしかた 

( D チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3砂 
1；(上長押しずると「田」が消灯し、チャイルド□ックが解除されます。 













6 安全装置 


•安全装置が作動するのは何らかの異常があるとさですから、下記の処置をしてを正常 
にな b ないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは一度「運転スイッチ」を巧して「切」にしてから再び押し直して「入」にず 
ることをいいます。 

•すべての処置は必ずストーブを消火し、ストーブの温度が充分下びってからおこなっ 
て < ださい。 


安全装置名 

はた5さ 

処置 、 

巧震自動 
消乂装置 

• 運転中にス 1 -ーブが地震(震度約日上）皆 
強い振動、衝撃を受けたとさ 、火災などの 
危険を防ぐた曲に自動的に運転を停止しまず。 

• 地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、ストーブの損 
傷、油漏れなど異常びないこ 
とを確認した後、再点乂して 
<ださい。 

す亮全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常によ 
りノ くーナー(燃焼部）への空気の供給び不足 
したとき不完全燃焼による危険を防止ずる 
ちのであり、自動的に燃焼を停止します。 

•作動した場合は、燃焼空気取 
入□(給気フィルター）の掃除 
をし、部屋の換気をしてから 
再点火してください。 

(「回点検-手入れ」の 

i この装置は、あくまでもす完を燃焼によるを険を防止ずる 

1ためのものであり、使用中は必ず1時間に1〜2回換気して、 
新鮮な空気を補給してください。 

1燃焼空気取入 □ (給気フィルタ-)の掃除 

参照） 

点乂安全 
装 置 

• 点乂ヒーターの赤熱不足や、バーナーサー 
S スタの不良による点火不良。 

•点火ヒーター、電磁ポンプ、ブ□アモータ 
一などの故障により点乂しないとをに、運 
転を停止します。 

• 点乂ヒーターの故障が原因で 
運転を停止したとさはバーナ 
-底に'灯油がたまります。 

完全に乾燥させてか5、ご使 
用< ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電安全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして 
電源が切れたとさは、白動的に運転を停止 
します。再び通電されても運転しません。 
•タイマー運転中に停電があった場合、タイ 
マー運転は解除されます。 

•再点乂操作をしまず。 

• 現在時刻の設定とタイマー運 
転の設定をやり直します。 

(「回使用前の準備」の 

1現在時刻の設定のしかた、 

「固使いかた」の 

タイマー運阮のしかた参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとき、自動的に運転を 
停止させる安全装置です。 

•再点乂操作をしまず。 

過熱防止 
装 置 

• 対流用ファンモーターの故障や異常燃焼や 
温風空気取入□のほこりつまりなどの原因 
でストーブび異常過熱したとさ、乂がなど 
の危険を防ぐために燃焼を停止します。 

• 温風空気取入□のほこりを取り 
除し、てから、再点火操作をします。 
「图点検*手入れ」の 

温風空気取入□の掃除参照） 

消し忘れ 
消火装置 

V 

•消し忘れによるち険を防止するた货に、点 
乂してから約3時間、燃焼が継続ずると自 
動的に運転を停止しまず。 

• 消乂する前に「時間延長ボタン」 
を押す。 

•消乂した場合は、再点乂操作 
をします。 

1 ノ 





7 \ 点検-手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなうときは 


•点検•手入れをするときは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5抜 
いて、ス I -ーブの温度が充分下がってからおこなってください。やけどや感電をする 
おそれがありまず。 

•部品に触るときや、内部を掃除するときは、手をけがしないように、手袋をはめておこな 
ってください。 

•ス1ブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装品やバーナー(燃焼部)の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使ラたびに 


周囲の可燃物の点検 


ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えやすい物を置かないよ 
ラにしてください。 



油漏れ、油のたまり、油のにじみの点検 


万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしかめ 
防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確認し 
た後、漏れたな油を取り除いてから点乂操作をし 
て < ださい。 


f7 


苗 


給油ロロ金 




由おみ 

確詔.ソ 



固台に 
油にじみは 
あ0ませんか。 


ほこりの掃除 


•ス I -ーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸い取ったり固くしぼった濡れ雑巾など 
でふさ取って < ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、ス I -ープのいたみを早めます。 

•油タンクの給油口 □金の弁部などに、ごみがはさまっている場含が ず 

ありますので取0除いてください。 弁部 












1 週間 1 こ 1 回 ly 上 


燃焼空気取入口（給気フィルター）の掃除 


-ブ背面にある燃焼空気取入口（給気フィルター）にごみやほこり 


が目づまりしますと、燃焼用の空気量び減って不完全燃焼の原因に 
なります。 

燃焼空気取入口（給気フィルター)に付いているほこりを、 

掃除機などで暇い取ってください。 燃を空気取 


W1 


燃焼空気取入口 = 
(給気フイルター） 


時々、燃焼空気取入口（給気フィルター）をはずして掃除をしてくださし、。 


燃焼空気取入口（給気フィルター）の目の中がつまっている 
場合がありまずので、やわらかいブラシなどで、燃焼空気 
取入□(給気フィルター）の目のつまりを掃除してください。 
(光にかざして目づまりがされいになったか確認してくださ 
い。） 



燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の脱着は、つまみを持ち上 
ばながら矢印の方向に弓 I っぱって取りはずします。また、取り 
付けは燃焼空気取入口（給気つィルター）上部を相手側部品 
に弓 I つかけたあと、つまみ部を巧し込みまず。 





お願い 


•布などでふくのはおやめ<ださい。かえって目づまりしまず。 

ミちれが取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用くださし、。 
•取りはずしたときは必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になりまず。） 


温風空気取入口の掃除 


ス I -ーブ背面にある温風空気取入口にごみやほこりび目づま 
りしますと、温風用の空気量が減って過熱防止装置びはたら 
いて消火しまず。 

対流用ファンが停止していることを確認してから温風空気取 
入□に付いているほこりを、掃除機などで吸い取って < ださい。 


1箇巧に1回 ly 上 j 



温風吹出口（ルーノ く一 )の掃除 


温風吹出□(ルーバー)びミちれたり、ほこりび付着した場合は、掃除機や、固くしぼった 
说れ雑巾などでふ去取ってください。 

/-お願い- N 

このとき必ずストーブを消乂し、電源プラグをコン t ントか b 抜いて、温風吹出 □ (ルー 
ノ く一）の温度が充分下がってからおこなって<ださい。 

やけどをずるおそれがありまず。 









21 点検 • 手入れ 


油受けの掃除 


•油受けは、'灯油は通しますび水は通しにくいフイルターで 
でをています。油受けに水やごみびたまると、油タンクに 
灯油があるのに、「日」表示が点灯することがあります。 
•油タンクを取り出してから、油受けを傾けないように取り 
出し、たまった水やごみを取り除いてください。 




•燃焼中にストーブをゆずって、自動的に消乂ずるかを点検してください。 
•自動的に消火しますと、デジタル表示部に「,£-与」を表示します。 


シーズンに1〜2回 ly 上] 


油タンク、油受けざ！ 5 の掃除 


ストーブから油タンクと油受け 
を取り出し、市販の給油ポンプ 
(手動式）などで油タンク内や油 
受けざら内の水やごみを取り除 
いて <ださい。 

油タンク内のわずかに残った好 
油は、油タンクに給油□□金を 
取り付け、油受けを給油ロロ金 
に押し当て、油タンクを上下左 
ちにゆすって抜いてください。 



電源プラグ、コンセントの点検 


電源プラグ、コンセントにほこりやちれびにまると乂災の原因に 
なることびありまず。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりやミちれを取 
り除いてください。 



岛定期点検 

長期間ご使用になりまずと、機器の点横が必要でず。機器の寿命をより長く、 
より良い燃焼で快適に安全にお使いいにだくために、2年に1回程度、シーズ 
ン終了後などに、お買い求め店、又は修理資格者〔（財）日本石油燃焼機器保 
守協会 （ TEL 日 3-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者（ちミ由機器巧術 
管理±)など〕のいる店、当社などに点懷依頼されることをおずずめします。 






豆]故障 • 異常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前こ- 

^^^ 

安全装置が作動すると、自動消乂します。また、デジタル表示部に故障•異常の原因が 
表示「エラー表示」されます。繰り返し表示するときや運転しないときは、お買い求めの 
販売店へご連絡ください。 


デジタル表示 

表示の意味 

E ■こ! 

•超熱防止装置が作動しました。 

F-S 

•停電消火後電源が入じました。 

•タイマー運鞋待機中に停電し、そのを電源が 
入りました。 

ら■ミ 

•ルームサーミスタが断線しました。 

F - i 

•! くーナー（燃焼部）がぞ熱不足です。 

•パーナーヴーミスタが断線しました。 

•点火ヒーターが断線しました。 

ら -3 

•ミ肖乂後ずぐに再点乂操作しました。 

•点乂安全装置が作動しました。 

(•燃焼部にシリコーン酸化物が付着しました。） 

F ■こ, 

•地震により消乂しました。 

•本体を愼けたり、強い振動、観おびちえ5れ 
消乂しました。 

E ~ ら 

• 不完全燃焼防止装置び作動しました。 

(■燃焼部にシリコーン酸化物が付着しました。） 

E 倫—! 

•室温び 33 t ： L ソ上になりました。 

E -8 

•ブ□アモーターが停止しました。 

E ■弓 

•点火をを装置が作動しました。 

(•燃焼部にシリコーン酸化物が付着しました。） 

Eror 

•チャイルドロック中に「運転スイッチ」を押し 
て「入」にしました。 

•タイマー運転時刻が設定されていません。 

• • • • 

ノ（一表示点滅 

換気 

•室内が‘酸素不足でず。 

0 撒 由 

•灯油が’な < なり消火しました。 

お广 

タイマーランプ 

•タイマー運転が終了しました。 

3 Hr 

•消し忘れ消乂装置にて消火しました。 

r > nc 

'•••■しし < 

•ク U —ニング燃焼中。 

(約日分間カウントダウンします。） 

全消灯 

•省電力機能が作動しました。 


処置ち法 

•しば5< 待ってか5再点乂操作をしてください。 

•温風空気取入□、温風吹出口（ルーバー）の掃除を 
して < ださい。 

•^卜^4?の取り除いてくだごい。 

•再点火操作をしてください。 

•電源プラグなど電源をご確認<ださい。 

•電気系統の故階です。お買いずめの販売店まで「デ 
ジタル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

•修理が必要でず。お買いホめの版売店まで「デジタ 
ル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

•しば5 く待ってか5再点火操作をして < ださい。 
•修理が必要です。お買い求めの販売店まで「デジタ 
ル表お」（エラー表示）などをご連結ください。 

•ス1-ーブげ傾いていないか確認してから、再点火操 
作をしてくださし、。 

•燃焼空気取入口（給気フィルター）の掃除をしてくだ 
さい。（「回点検•手入れ」参照） 

•修理が必要です。お買い巧めの販売店まで「デジタ 
ル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

•ストーブの周囲の障害物を取り隙いてくださし、。 

•電源プラグを入れ直してください。 

•電気系統の故障です。お買いホめの販売店まで「デ 
ジタル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

•燃焼空気取入□(給気フィルター）の掃隙をしてくだ 
さい。 （ r 回点検•手入れ」参照） 

•修理が'ぶ、要です。お買い求めの販売店まで「デジタ 
ル表示」（エラー表示）などをご連結ください。 

•「運乾スイッチ」を押して「切」にし、チャイルド□ック 
を解除してください。 

( 「園使いかた」の1チャイルドロックのしかた1参照) 

■「運輯スイッチ」を巧して「切 J にし、タイマー運輯時 
刻を設定してください。 

( 「固使いかた」の1タイマー揮車ちのしけた1参照) 

•窓やドアを開けて充分に部屋の換気をおこなってか 
ら再点火操作をして < ださい。 

•巧ミ由を給ミ由してか日再点火操作をしてください。 

•ミ由受けの掃除をしてください。 

( r 回点横•手入れの1油をけの掃除1参照) 

• 再点火操作をしてください。 

• 再点火操作をして < ださい。 

•約日分後に自動のに通常運転にもどりまず。 

•操作部のいずれかのボタンを押してください。 


造 








1 故障-異常の見分けかたと処置ち法 


故障かなと思ったとさに 
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処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 











〇 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込む 

停電した 

〇 








〇 





停電復帰後、再点火操 
作をずる 

巧震自動消火装置 
が作動した 









〇 

巧 





再点乂操作をずる 

油夏けに水が入った 


〇 




〇 



〇 





油タンクと油受け内 
の水を取り除く 

油受けざ5に水が 
入った 









〇 





市販の給姻ボンプで水混 
入のなミ由をしっかり抜く 

燃焼空気取入□(給 
気フィルター）の目 
づまり 



〇 


〇 



〇 

〇 
己-ら 





燃焼空気取入口（給気 
フィルター）を掃除ずる 

油タンクに阿油が 
ない 


〇 




〇 



〇 





巧油を入れる 

1 打油が油タンクの 
出し入れでこぼれた 








〇 


〇 


* - 1 


1_ 

こぼれたな袖をきれ 
いにふをとる 

換気不良 







〇 


〇 

1 


r 


部屋の巧分な換気を 
ずる 

変質な油や^不純な 
油を使った 



〇 

〇 

〇 



〇 



〇 



変質打油や不純な油を 
良質な灯油に入れかえる 
版売店にご相談ください 

省電力機能が作動 
した 












〇 


操作部のいずれかの 
ボタンを押ず 

給油口□金を間違 
えた 






〇 








正しい給油□□重を 
お付ける 

ストーブ周囲の温度 
が異常に上昇した 
\_ 













〇 

ストーブ周國の温廈を 
確認ずる 

販売店にご巧談ください 


♦表中の卜表示は、「デジタル表示」（エラー表示）ををし来す。 

♦処置を行っても改善されない場合や、原因が特定でさない場をや、該当する現象びな 
い場をは、お買い求めの販売おまでご連絡ください。 


1 ^ 






画部品交換のしかた 


部品交換のときのま意 


•部品交換や修理をお受けになる場合は、お買い求めの販売店か、（財）日本石油 ； 
燃焼機器保守協爸でおこなう按術管理講習舎修了着（石油機器技術管理±) 
などのいる販売店で修理されることをおずすめしまず。 * 

•不壳全な修理は危険でず。 ， 

♦故障したちのは使わないでください。 || 


•短時間に消耗する部品は特にありませんが、交換部品が必要な場合は、お買 
い求めになった販売店にご相談<ださい。 

•部品はぶ、ず純正部品(指定された部品）をご使用ください。 

•部品を交換するとをは、ストーブをが火し、ストープの温度び充分に下がっ 
てから、電源プラグをコンたントか5抜いておこなってください。 


11保管（長期間使用しなし、場台) 


f •ス I -- ブを保管する場含は、「臣点横•手入れ」の頂を参照して、ストーブの 
手入れをしてか5保管してください。また、破損している簡所は修理をして 
から保管してください。 

参格納*保管場所は、湿気-火気*高温などの悪い影®のおよびにくい所であっ 
, て、しかもストーブの.卜_には重量物をのせたり、人が乗ったりしないよう配 

I 慮してくだ- c ' Y い。 


1ストーブを消火し、ストーブの温度が巧分下がってか5、電源プラグをコン 
セントか！5抜く。 

2 燃 j 焼空気取入口（給気フィルター）、温風空気取入口、温風の出 □ (ルーパー）、 
電源フラグに巧着したほこりや巧れを掃除してください。 

•燃焼空気取入口（給気フィルター)は巧などでふくのはおやめください。 

かえって目づま〇します。 

3 油タンク、油受けざ5内の'な油、ごみ、水気を取り出ず。 

•油タンク、油受けざらに水やごみが残ったまま保管すると、銷や穴あきの原因に 
なります。 


4 ストーブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

■ •固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた巧で水気を 
ふを取ってください。（シンナー、ベンジンなどではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

•湿気の少ない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保管しないでください。抜けきれなかった好油が漏れること 
があります。 

•歌扱説明書-保証書ち必ず保管してください。 


12 j 廃棄ずるとを 


「の点検.手入れ」の 袖タンク、油吾けざ5の 掃樹を参照して、油タンク、油’ 

^ 受けだら巧の灯油を掠き取ってから廃棄してください。 

ぶ 






圆仕 


型式_の呼_び 
種 ^類 

点 乂 方_^ 
if _用—燃 ___ m 

燃料消費量^ 
_ 最ル 

暖房出力 
_ 最_ル 

油タンク容量 


暖房出力 


燃焼継続時間 


騒音値（正面）※ 
電流ヒューズ 
安全装置 


LC-L369 LC-L439 

_ ポット式 • 強制通気形 • 強制 対流形 

_電気点乂 _ 

灯油 （JIS1 号） 


3.目日 kW(0.3 日 OL/h) 
].02kW(0 .日 99L/h) 
3.60kW 
1.02kW 

20.0時間 
(最大燃焼時） 


7.0L 


4.25kW(0.413L/h) 
].02kW(0.0g9L/h) 
4.25kW 
1.02 kW 

] 目.別寺間 
(最大燃焼時） 


幅 435 mm 

が _+ 、± 奥行 31 日 mm 

局さ 437 mm 

_ ^ (置台を含む） _ _ 

__量 _ _ _ 1 1.0kg _ 

電源電圧及び周波数 1 00 V • 日日/ 60 Hz " 

^ 点乂時 320/320 W 待機時 0.8/0.7 W ' 

营 電^ _ 最大 9 日日/ 950 W (点乂 初期に短時 間発生)_ 

一-、_ 燃焼時 21/20W [ 燃焼時 22/20W 

^ _ 最大燃焼時 37d 目 最大燃焼時 38d 目 ' 

… 最小燃焼時 23d 目 |_ 最ル燃焼時の d 目 _ 

流ヒューズ 4A 

^ ^対震自動消火装置、点火安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置巧日で） 

± ^ ^ 停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 ' 


騒音値の数値は JIS 測定ち法し IIS S 3031) に基づく正面値です。 




巧アフターサービス 

保証に ついて 

•添付しておりまず保証書は販売店で戸斤定事項を記入してお渡ししますので、記載内容 
をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保話期間はお買い求めの曰より]年間でず。 

焉3■る とき！ 

♦「国]故障•異常の見分けかたと処置方法」に従って、処置をおこなってください。直 
らないとをは、使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから振いて、お買い求め 
の販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油フアンヒーター(強制通気形開放式石油ス I -ーブ） 

© 型式の呼び…（例） LC - L 369 

③ お買い求め年月日 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

©おなまえ-おところ-電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示くださし^。保証書の規定に従って、販売店が修理 
させていたださます。 

♦保証期間び過ぎていてち、修理すれば使用でさる場をには、ご希望により有料で修理 
させていたださます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されていまず。 

この取扱説明書とストーブに表おされている禁止事項-ミ主意事項および通常使 
、用に反して使用された場合の故障、事故は保証いたしません。__ 

— 補履能 gi 福 ICO ぃて 

•石油フアンヒーターの補修巧性能部品の保有期間は製造巧切り後目年です。 

•補修用性能部品とは、ストーブの機能を維持するために必要な部品です。 

Wi •劣すを部品 

•使用期間により、交換-メンテナンスが必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点乂ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレーム 
□ッド、給油□□を、油受け 

•変質口油、不純な油の使用で劣化しやすい部品…電磁ポンプ、ク□スマット 








圆アフター ヴービス 

_ 賠 居される場合 — 

♦本機は電源周波数5日、6日 Hz とも同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への乾居でちそのままお使いいただけますび、高地への転 
居、高地か b の転居は再調整び必要ですのでおおくの[お客様相談窓口一覧 1(別紙参 
貝胃）までご相談ください。 


♦ \ 

/!\を意 
^! 

故障-破損した5使用しないでください。不完全な修理 
や改造は、危険です。 

分解禁止， 


f ! 

A ま意 

修理、引越しなどでストーブを運搬されるとさは、必ず 
油タンク、油受けざ！3の打油を抜いてください。運搬の 
遠中にな油がこぼれ、周囲を汚ずおそれがありまず。 ^ 


故障 • 修理の際の連絡先 


アフターサービス についてご不明な点は、お質い求めの販売店、または、[お客様相談窓 
口一覧！（別紙参照)までお問い合わせください。 


愛情点検 


口 


•石油フアン ヒーターの 補修 

•長年で 使用の石油ファンヒーターの点検を！ 用性能部品の保有期間は、 

製造巧ち切り後6年でず。 


• 油漏れする。 



故障や事故防止の 

て、が m つ昨： •燃焼中強い ニ オイがする。 



ため、コンセント 

麵剧こ黄色い。 


ご使用 

から電源プラグを 

ぁりまけ，か •予熱時間が異常になげい。 


中止 

巧いて、必ず販売 

•運転中異常な青びずる。 



店に点検-修理を 

•その他の異常-故障が'ある。 



ご依頼 < ださい。 


お客様へ…おぽえ.のために記入されると便利でず。 


/ 

型 式 

1 お買いホめ年月日 

1 

年 

月 

曰 

お買い求め店を 

1 

(電話番号） ( 

) 

- 

ノ 


株式会社1^31^ち 

本社 〒467-08己已 

名 古 屋市瑞穂区桃園町5蚕 1 7号 
^リーコール日] 2 日- 1 日 4-1 己 4 
TEL く日己2>822-1144 
FAX く〇已2> 822-2742 












